
 
 
 
 

 
 

妻沼聖天山周辺地域における 

良好な景観形成への提言 

 

熊谷市景観審議会 
（平成 23 年 7 月 7 日） 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

街並み 自然環境 地域の活動 その他 

１ 妻沼聖天山とその周辺地域の良好な景観資源 

商店街、比較的揃っている街並み、

市街地内の樹林地はこの地域の歴史を

感じさせる大事な景観資源であり、そ

れらが妻沼聖天山を中心に比較的コン

パクトに集まっていることが大きな特

徴である。 

また、地域の周囲には農地や河川と

いった豊かな自然が、少し離れるとグ

ライダー場や荻野吟子記念館といった

観光スポットもあり、これらを妻沼聖

天山と結びつけることができれば地域

の魅力は更に増すだろう。 

さらに埼玉県北部という立地もあい

まって、例えば都内からの日帰り観光

地としての適性を十分有していると言

える。 

地域の方々による活発な活動も当地

域のかけがえの無い魅力である。  
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２ 当地域の課題 

当地域は古い建築物が比較的残存し

ているが、時代の移り変わりとともに

徐々に減ってきており、昔をしのばせ

る風情ある街並みが失われてしまうこ

とが懸念されており、これらをどのよ

うに保全していくかが課題である。 

また、文化財や市街地内の樹林地と

いった点在するスポットの魅力をまだ

引き出し切れておらず、これらの見せ

方を工夫する、ユニークな地域情報を

掘り起こして提供する、推奨ルートを

設定して回遊しやすくするといった仕

掛けも今後必要になってくるだろう。 

地域の魅力を増すその他の方法とし

ては、地域周辺部にある観光スポット

や隣接する自治体との連携も考えられ

る。 

これら課題を解決するため、また、

地域を活気付けるためにも、幅広い世

代が集えるような仕掛けが欲しい。  
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幅広い世代が意見を出し合うことが大事 



 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

３ 提言 次の世代に残すために・・・ 

 この地域には多くの魅力的な資源があることが分かった一方で課題も見つかった。  
そこで、本殿の改修という大きなチャンスを得た当地域が、今後“らしさ”を残しつつ発展してい

くための提言を行う。 

 

１ 地域の将来像（デザインコード）をまとめる。地域で一から作成することが難しいな
らば専門家等に作成してもらい、それをたたき台として議論すると良い。 

 

２ 地域を訪れた人に地域の核となる聖天山までどう回遊してほしいのか、モデルとなる
ルートを設定し、そこから景観形成を手掛けて地域らしさを表現する。 

 

３ 何度来ても飽きがこない、他の地域との差別化がされた魅力づくりをする。歴史、地
形、気候、人等の情報を深く掘り下げ、見せ方だけでなく魅せ方を工夫する。 

 

４ 学校や外部機関と連携して地域資源の発掘や魅力の増進を図る。特に地域の将来を担
う子どもたちが地域に親しみ景観まちづくりに参加できるような仕掛けをする。 

 

活動が活発な当地域ならば、この提言を単に具体化するのではなく、十分な議論のもと、提言をた

たき台にしたさらに素晴らしい取組みを考え出し、実践することが可能だろう。 

地域に根ざした景観まちづくり活動は、どんな課題も乗り越えることができるに違いない。 

私たち景観審議会委員は、この地域の景観が今よりもっと素晴らしいものとなって次の世代に残さ

れていく、と信じている。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・小中学校と連携して

地域を題材にした

課外活動を行う 

・大学と連携して地域

を研究してもらい

情報を発掘 
・歩道を歩きやすくするための工夫を検討 

・回遊ルートを朝顔などの緑のカーテンで彩

る 

・昔の写真や新聞記事等

を展示 

・季節毎や、年数回限定

等の見所を情報発信 

・野菜等市場を開催 

・統一デザインの買物袋

で地域イメージをＰＲ 

・本殿と街並みで色合

いにコントラストを

つけ魅力ＵＰ 

・タウンカラーの選定 

地域らしい形状

や色を定義する 

将来像（デザイ
ンコード）を策
定する 

・聖天山へのアプロ

ーチづくり 

・街中の視界を整理 

・「のれん」等設置 

モデルとなる
回遊ルートを
設定する 

景観形成の優先

順位を考える 

街並みの保全・改善 

何度来ても飽き

がこない工夫 

魅力の発掘と
情報発信の工
夫をする 

地域が維持・発展

し続ける仕組み 

目 標 
回遊が楽しめる工夫 地域の活性化 

学校や外部機
関と連携する 

提 言 

例えば･･･ 


